
北陸建設界の担い手確保・育成推進協議会 富山県部会 

 
平成３０年７月５日(木) 

１０：００～１１：３０ 
富山河川国道事務所３階 大会議室 

 
 

＜ 議 事 次 第 ＞ 

１．開 会 

２．富山県部会長 挨拶 

３．議 題 

 （１）平成２９年度北陸建設界の担い手確保・育成推進協議会（報告） 

 （２）平成３０年度の活動予定 

－ H30工事現場見学先候補 

－ H30新規取り組み等に関する相談窓口 

－  担い手育成カレンダー 

（３）意見交換等 

－ 平成２９年度北陸建設界の担い手確保・育成推進協議会における主な議事 

４．閉 会 

 

 

 

＜ 配 布 資 料 ＞ 

 

・議事次第、配席図、出席者名簿、富山部会メーリングリスト（H30.7現在） 

・資料1   設立趣旨 

・資料2  規約(案) 

・資料3  平成29年度 富山県部会の概要 

・資料4  平成２９年度北陸建設界の担い手確保・育成推進協議会（関係資料抜粋） 

・資料５  平成３０年度 活動予定（富山県部会） 

・資料６  平成２９年度北陸建設界の担い手確保・育成推進協議会 

における主な議事 

・その他配布資料  



北陸建設界の担い手確保・育成推進協議会富山県部会 2018/7/5 出席者名簿 

 

○：部会長 

 

オブザーバー 

黒部河川事務所   事務所長  古本 一司 

利賀ダム工事事務所 事務所長  山田 幸男 

伏木富山港湾事務所 副所長   風間 悟 

伏木富山港湾事務所 先任建設管理官 間野 豊晴 

所 属 役 職 氏名 出席  

(一社)日本建設業連合会  北陸支部 総務副委員長 平井 秀樹 ○  

(一社)富山県建設業協会 常務理事 木嶋 弘 ○  

(一社)建設コンサルタンツ協会 北陸支部 副支部長 山本 信二 ○  

(一社)富山県測量設計業協会 副会長 金木 春男 ○  

富山大学 都市デザイン学部 副学部長 堀田 裕弘 ○  

富山県立大学 工学部環境・社会基盤工学科  手計 太一 ○  

富山工業高校 校長 松倉 泉 ○  

 土木工学科長 帰山 寛 ○  

桜井高校 校長 杉原 栄 ×  

 土木科学科長 稲垣 利治 ○  

高岡工芸高校 土木環境科主任 内山 純治 ○  

南砺福野高校 農業環境科主任 中藪 睦 ○  

富山労働局 職業安定課長 山﨑 英治 ○  

北陸地方整備局 建政部 計画・建設産業課長 愛内 友治 ×  

○富山河川国道事務所 事務所長 福濱 方哉 ○  

富山県 
土木部参事・建設技

術企画課長 
吉岡 浩二 ○  

富山県教育委員会 県立学校課長 本江 孝一 ○ 
（代理）県立学校課 

主導主事 加藤 敏秀 

富山県地質調査業協会 会長 津嶋 春秋 ○  

(一社)日本道路建設業協会  北陸支部 幹事 林 和夫 ○  



             

資料－１ 

北陸建設界の担い手確保・育成推進協議会 

設立趣旨 

 

北陸地方における建設界では、少子高齢化の進展や労働人口の減少に加え、近

年の建設投資の大幅な減少による受注競争の激化等により、建設業者数や建設業

就業者数も減少しており、とりわけ離職者の増加や若年入職者の減少等の厳しい

状況に直面している。また、これらの状況については、これまで建設界の持つ魅

力を建設界全体として発信することや建設界に対する好印象を醸成することが、

うまくできてこなかったことも主因の一つと考えられる。 

 

このような状況下においては、将来にわたる社会資本の整備・維持管理及びそ

の品質確保や、冬期の除雪を含む災害時の対応等を通じた地域の維持等に支障が

生じることが懸念されることから、地域における担い手の確保・育成は極めて重

要な課題となっており、平成２６年には、「公共工事の品質確保の促進に関する

法律」、「建設業法」「公共工事の入札及び契約の適正化の促進に関する法律」

のいわゆる担い手三法が改正され、建設工事の担い手の育成と確保について、建

設業者団体や国等の責務が明確化されたところである。 

 

上記をふまえ、北陸地方における建設界の担い手をめぐる現状や課題に関する

認識を共有し、建設界の担い手不足に対し、建設関係団体、教育機関、関係行政

機関等が一体となって担い手の確保・育成の取組みを推進することを目的とした

プラットフォームとして、「北陸建設界の担い手確保・育成推進協議会」を設置

する。 

 

 

 



資料－２ 

「北陸建設界の担い手確保・育成推進協議会」規約 

（設置） 

第１条 北陸建設界の担い手確保・育成推進協議会（以下「協議会」という。）を設置する。 

 

（目的） 

第２条 協議会は、北陸地方における建設界の担い手をめぐる現状や課題に関する認識を共

有し、建設界の担い手不足に対し、建設関係団体、教育機関、関係行政機関等が一体となっ

て担い手の確保・育成の取組みを推進することを目的とする。 

 

（構成員） 

第３条 協議会の構成員は、別紙１のとおりとする。 

 

（座長） 

第４条 協議会の座長は、北陸地方整備局長をもってあたる。 

２ 座長に事故があるときは、構成員のうちから座長が指名する者が、その職務を代理する。 

 

（会議） 

第５条 協議会の会議は、座長が招集する。 

２ 構成員は、あらかじめ指名した者を代理として会議に出席させることができる。 

３ 座長が必要と認めるときは、構成員以外の者に対し、協議会に出席してその意見を述べ

又は説明を行うことを求めることができる。 

 

（部会） 

第６条 地域における特定の課題等について検討を行うため、新潟、富山、石川の各県に部

会を置く。 

２ 各部会は、別紙２に掲げる会員をもって構成する。 

３ 各部会の部会長は、別紙２のとおりとする。 

４ 部会長が必要と認めるときは、会員以外の者に対し、部会に出席してその意見を述べ又

は説明を行うことを求めることができる。 

 

（事務局） 

第７条 会議および部会の庶務は、北陸地方整備局企画部及び建政部が関係機関の協力を得

て処理する。 

 

（雑則） 

第８条 この規約に定めるもののほか、会議の運営に関する事項その他必要な事項は、座長

が定める。 

 

  



附 則 この規約は、平成２６年１０月３日から施行する。 

附 則 この規約は、平成２７年３月１７日から施行する。 

附 則 この規約は、平成２８年３月２４日から施行する。 

附 則 この規約は、平成２９年４月 １日から施行する。 

附 則 この規約は、平成３０年２月 １日から施行する。 

附 則 この規約は、平成  年 月  日から施行する。 



別紙１ 

 

 所 属 役 職 

１ （一社）日本建設業連合会  北陸支部長 

２ （一社）新潟県建設業協会 会長 

３ （一社）富山県建設業協会 会長 

４ （一社）石川県建設業協会 会長 

５ （一社）建設コンサルタンツ協会  北陸支部長 

６ （一社）新潟県測量設計業協会 会長 

７ （一社）富山県測量設計業協会 会長 

８ （一社）石川県測量設計業協会 会長 

９ 新潟大学 工学部 建設学科  

10 長岡技術科学大学 環境社会基盤工学専攻  

11 富山大学 工学部長  

12 富山県立大学 工学部 環境工学科  

13 金沢大学 理工研究域 環境デザイン学類  

14 金沢工業大学 環境・建築学部 環境土木工学科  

15 長岡工業高等専門学校 環境都市工学科  

16 石川工業高等専門学校 環境都市工学科  

17 新潟工業高校 校長 

18 新発田南高校 校長 

19 富山工業高校 校長 

20 小松工業高校 校長 

21 金沢市立工業高校 校長 

22 新潟労働局 職業安定部長 

23 富山労働局 職業安定部長 

24 石川労働局 職業安定部長 

25 ◎北陸地方整備局 局長 

26 北陸地方整備局 企画部長 

27 北陸地方整備局 建政部長 

28 ○北陸地方整備局 環境調整官 

29 信濃川河川事務所 事務所長 

30 新潟国道事務所 事務所長 

31 ○富山河川国道事務所 事務所長 

32 ○金沢河川国道事務所 事務所長 

33 北陸技術事務所 事務所長 

34 新潟県 土木部長 

35 新潟県教育委員会 高等学校教育課長 

36 新潟県教育委員会 義務教育課長 

37 富山県 土木部長 

38 富山県教育委員会 県立学校課長 

39 石川県 土木部長 

40 石川県教育委員会 教育次長 兼 学校指導課長 

41 新潟市 土木部長 

42 北陸地質調査業協会 理事長 

43 （一社）日本道路建設業協会北陸支部 支部長 

◎：座長 

○：部会長 

 

北陸建設会の担い手確保・育成推進協議会 構成員 



別紙２ 

富山県部会会員名簿 

 所 属 役 職 

１ （一社）日本建設業連合会  北陸支部 広報委員 総務副委員長 

２ （一社）富山県建設業協会 常務理事 

３ （一社）建設コンサルタンツ協会  北陸支部 副支部長 

４ （一社）富山県測量設計業協会 副会長 

５ 富山大学 都市デザイン学部 学長補佐 副学部長 

６ 富山県立大学 工学部 環境・社会基盤工

学科 

 

７ 富山工業高校 校長 

８ 富山工業高校 土木工学科長 

９ 桜井高校 校長 

10 桜井高校 土木科学科長 

11 高岡工芸高校 土木環境科主任 

12 南砺福野高校 農業環境科長 

13 富山労働局 職業対策課長 職業安定課長 

14 建政部 計画・建設産業課長 

15 ○富山河川国道事務所 事務所長 

16 富山県 土木部参事・建設技術企画課長 

土木部建設技術企画課長 

17 富山県教育委員会 県立学校課長 

18 富山県地質調査業協会 会長 

19 （一社）日本道路建設業協会 北陸支部 幹事 

○：部会長 



  

 

 

平成２９年度  

富山県部会の概要 

 

 

 

 

 

 

平成３０年 ７月 ５日 

北陸建設界の担い手確保・育成推進協議会 

富山県部会 

資料３ 



日時 平成29年６月27日（火）15:30～17:00

会場 富山河川国道事務所 ３F大会議室

構成機関（順不同）

【行政】北陸地整建政部/富山河川国道事務所、富山労働局、富山県土木部/教育委員会
【教育】富山大学、富山県立大学、富山工業高校、桜井高校、高岡工芸高校、南砺福野

高校
【業界】 日建連北陸支部、富山県建設業協会、建設ｺﾝｻﾙﾀﾝﾂ協会北陸支部、富山県測量

設計業協会、富山県地質調査業協会、日本道路建設業協会北陸支部

【オブ】黒部河川事務所、立山砂防事務所、利賀ダム工事事務所、伏木富山港湾事務所

○ 今年度第１回目となる富山県部会を平成29年６月27日（火）に開催。 昨年度の
協議会での議論をレビューし、本年度の体制・活動予定等について情報共有。

○ 意見交換では、教育機関より学生の就職希望の動向や学部新設に向けた協力依頼、
業界各機関よりICT活用の情報発信や今後の活動に向けた提案 等があった。

○ H29も引続き、県内産学官の関係者の連携のもと活動を進めていくことで合意。

北陸建設界の担い手確保・育成推進協議会 富山県部会（H29.6.27）開催概要

開催状況開催概要

会員からの主な発言

・県内に待望の土木系学部ができる予定。富山県部会の各機関からの協力もい
ただきながら、産学官で連携した課題解決を図っていく。

・保護者への活動では、懇談会参加者から「建設業へのイメージが変わった」
との声もあった。本年は活動内容を現場見学会などにも広げていく。

・協会内で実施した若手アンケートで「i-Construction」への関心の高さが伺
えた。大学との連携し、イベント等でUAVや３D設計をPRしていく予定。

・女性は結婚により離職するケースがある。結婚後も続けられる魅力的な環境
を作るためにも、ICT活用を進めていくべき。

・建設業への入職・定着促進の為の各種支援制度があるので活用いただきたい。

意見交換状況

部会長挨拶



日時 平成29年12月26日（火）14:00～15:30

会場 富山河川国道事務所 ３F大会議室

構成機関（順不同）

【行政】北陸地整建政部/富山河川国道事務所、富山労働局、富山県土木部/教育委員会
【教育】富山大学、富山県立大学、富山工業高校、桜井高校、高岡工芸高校、南砺福野

高校
【業界】 富山県建設業協会、建設ｺﾝｻﾙﾀﾝﾂ協会北陸支部、富山県測量設計業協会、富山

県地質調査業協会、日本道路建設業協会北陸支部

【オブ】黒部河川事務所、立山砂防事務所、利賀ダム工事事務所、伏木富山港湾事務所

○ 平成29年12月26日に第２回富山県部会を開催し、各機関のH29年度取組状況の報告、次年度
の取組・連携協力体制について意見交換を実施した。

○ 就職を控えた生徒の多くが県内建設系企業への就職を希望しているなど、取組が評価できる面
もある一方、生徒の進路に影響を与える保護者への取組の充実等の課題があがった。

○ 担い手の県内定着に向け、県外からの学生へのアプローチの視点も重要等の意見が出された。
○ 引き続き、産学官の関係機関の連携のもと平成30年度も取組を進めていくことで合意した。

北陸建設界の担い手確保・育成推進協議会 富山県部会（H29.12.26）開催概要

開催状況開催概要

各機関からの主な発言

・情報系の学生に建設系の情報をうまく提供すれば学生も興味が湧く。情報系
の先生方とマッチングをとるのが良いと考えている。

・県外からの学生に定着してもらうことが重要で、定着してもらうには、富山
の土地・生活・仕事における魅力といった視点での取組が必要と思う。

・今年も、建設業への就職を希望している生徒が親御さんの意向により他業界
へと進路変更をした事例がある。保護者への働きかけを考えることが重要。

・今年実施した保護者向け見学会は、次年度は参加人数を拡大していきたい。

・測量・設計業界としては、つくるモノがない中で現場見学会の開催が難しい
面もあるが、最新の機器を体験してもらう等の取組を用意していきたい。

部会長挨拶

意見交換状況



  

 

 

 

富山県の建設分野の労働力需給状況等 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成３０年 ２月 １日 

富 山 労 働 局 

資料４-① 



完全失業率

全   国 富山県 全   国 富山県 全   国 富山県 全   国

28年 11月 3.1% 1.65倍   1.41倍 1.23倍 0.95倍 45.8％ 36.6％

29年  9月 2.8% 1.85倍   1.52倍 1.40倍 1.03倍 45.4％ 34.9％

29年  10月 2.8% 1.83倍   1.55倍 1.47倍 1.06倍 47.0％ 35.6％

29年  11月 2.7% 1.80倍   1.56倍 1.45倍 1.09倍 47.9％ 36.4％

（パートを含む、求人倍率は原数値）

富  山 高  岡 魚  津 砺  波 氷　見 滑  川 県  計

1,408 794 337 388 149 284 3,360
6,090 3,535 1,472 1,522 558 1,145 14,322
4,101 2,101 996 968 318 567 9,051

12,232 6,724 3,046 2,998 1,079 1,540 27,619
2,168 995 546 526 225 347 4,807

642 385 172 207 79 124 1,609
45.6 48.5 51.0 53.4 53.0 43.7 47.9
2.91 2.65 2.96 2.49 2.13 2.00 2.69
2.01 1.90 2.07 1.97 1.93 1.34 1.93

29年11月 29年10月 28年11月 前年同月比〔％〕

9,051 10,218 8,499 6.5
694 968 580 19.7

1,553 2,108 1,521 2.1
191 292 231 ▲ 17.3
63 118 59 6.8
95 133 106 ▲ 10.4
84 154 133 ▲ 36.8

301 317 249 20.9
247 405 203 21.7
197 155 201 ▲ 2.0
572 753 399 43.4

2,055 2,305 1,996 3.0
3,346 3,570 3,211 4.2

831 514 792 4.9

  図表でみる

労 働 市 場

◎今月の特徴

２９年１１月

・ 有効求人倍率（季節調整値）は１．８０倍となり、前月を０．０３ポイント下回りました。また、正社員の
有効求人倍率は１．４５倍となり、前年同月を０．２２ポイント上回りました。新規求職申込件数は前年
同月比で減少、有効求職者数も減少しました。新規求人数は前年同月比で増加、有効求人数も増加
しました。
   雇用情勢は着実に改善している。
・ 新規求人数は、前年同月比で６．５％増加し、７ヶ月連続、月間有効求人数は、８．２％増加し、２１ヶ
月連続となりました。
・ 新規求職申込件数は、前年同月比で０．９％減少し、２ヶ月ぶり、月間有効求職者数は、０．９％減少
し、５８ヶ月連続となりました。

29年7～9月

 *全国の失業率は季節調整値。(資料出所：総務省統計局「労働力調査」）

年 月

有効求人倍率（季節調整値） 正社員の有効求人倍率（原数値） 就職率 富山県の完全失業率
(モデル推計値)

2.1%

2.1%

2.6%

1.9%

28年7～9月

29年1～3月

 富山労働局 29年4～6月

職業紹介業務統計

  項　　目                 安 定 所 別 28年11月 前年同月比〔％〕

 ①　新規求職申込件数〔件〕 3,389 ▲ 0.9
 ②  月間有効求職者数〔人〕 14,448 ▲ 0.9
 ③　新規求人数〔人〕 8,499 6.5
 ④　月間有効求人数〔人〕 25,536 8.2
 ⑤　紹介件数〔件〕 4,867 ▲ 1.2
 ⑥　就職件数〔人〕 1,552 3.7
   就職率⑥／①×100〔％〕 45.8 2.1

  製　　   造　   　業

求 人
倍 率

(原数値)

   新規求人倍率 ③／①〔倍〕 2.51 0.18
   有効求人倍率 ④／②〔倍〕 1.77 0.16

産業別新規求人状況（パートを含む）       〔単位：人〕

  産業分類         年月

　合　　　　　　    計

  建 　  　設  　　 業

　その他

食    料    品 

繊　維　工　業 

化  学  工  業

プラスチック製品

金  属  製  品

はん用・生産用・業務用機械器具

電気機械器具、電子部品・デバイス

 運 輸 , 郵便業、情報通信業

 卸売・小売業、宿泊業・飲食サービス

 医療,福祉、 学術研究,専門・技術、生活関連、サービス業

1,224

(37.2%)

1,290

(38.8%)

298

（9.1%)

311

(9.3%)

1,254

(38.1%)

1,267

(38.1%)

374

(11.4%)

361

(10.9%)

92

(2.8%)

61

(1.8%)

0 500 1,000 1,500 2,000 2,500 3,000 3,500

平成29年11月

平成28年11月

（人）

新規求職者(常用）の態様別状況

在職者 無業者 自己都合離職者 事業主都合離職者 定年

合計

3,290人

合計

3,327人

14,448 14,078 14,639 15,398 15,610 15,762 15,572 15,262
14,562 14,444 14,680 14,752 14,322

25,536 24,673 25,212
26,912 27,726 26,232 25,846 26,419 26,262 26,688 27,442 28,082 27,619

1.65 1.66 1.71 1.70 1.75 1.76 1.78 1.83 1.83 1.85 1.85 1.83 1.80

0.30

0.50

0.70

0.90

1.10

1.30

1.50

1.70

1.90

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

40,000

H２８．１１月 １２月 H２９．１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月

(倍)(人) 月間有効求人・有効求職・有効求人倍率の動き（パートを含む）
有効求職者数 有効求人数 有効求人倍率(季節調整値)

329

(10.0%)

731

(22.2%)

837

(25.4%) 658

(20.0%)

148
332 339 404

242

45.0 
45.4 

46.1 48.3 

36.8 

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

0

400

800

1,200

1,600

（%）
（人）

（ ）は全数に占める割合

年齢階層別求職・就職状況

新規求職者数 就職件数 就職率

（常用・パートを含)

735

(22.3%)

3,759

(41.5%)

3,538

(41.6%)

643

(7.1%)

539

(6.3%)

3,634

(40.2%)

3,412

(40.1%)

142

(1.6%)

108

(1.3%)

873

(9.6%)

902

(10.6%)

0 2,000 4,000 6,000 8,000 10,000

平成29年11月

平成28年11月

（人）

新規求人数の雇用形態別状況

正社員 契約社員 パート 派遣 臨時
合計

8,499人

合計

9,051人
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【建設関係】求人、求職及び求人倍率の推移
富山労働局　職業安定部

【常用】（パート含む）

26年度平均

27年度平均

28年度平均

H28年　4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

Ｈ29年1月

2月

3月

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

建設関係 有 効 求 職 者 数 有 効 求 人 数 有 効 求 人 倍 率 就 職 件 数

400 1,769 4.42 68

372 1,589 4.27 54

344 1,604 4.66 49

323 1,503 4.65 41

302 1,455 4.82 29

299 1,485 4.97 40

325 1,600 4.92 43

348 1,686 4.84 59

357 1,695 4.75 49

361 1,711 4.74 46

369 1,796 4.87 59

6.20 47

335 1,733 5.17 51

319 1,761 5.52 43

274 1,773 6.47 36

301 1,776 5.90 62

291 1,804

1,672

366

351

343

359

366

359

393

1,640

1,681

1,679

1,657

1,597

1,583

4.48

4.79

4.90

4.62

4.36

4.41

704.25

56

36

54

49

45

56

4.42 4.27 
4.66 

4.25 
4.48 

4.79 4.90 
4.62 

4.36 4.41 
4.65 

4.82 4.97 4.92 4.84 4.75 4.74 
4.87 

5.17 
5.52 

5.90  
6.20  

6.47 

0.00

1.00

2.00

3.00

4.00

5.00

6.00

7.00

0

200

400

600

800

1,000

1,200

1,400

1,600

1,800

2,000
(倍) (人) 

求人、求職及び求人倍率の推移 
有効求人数 

有効求職者 

有効求人倍率 
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H21.3
卒 

H22.3
卒 

H23.3
卒 

H24.3
卒 

H25.3
卒 

H26.3
卒 

H27.3
卒 

H28.3
卒 

H29.3
卒 

H30.3
卒 

就職希望者数 3,313 2,961 3,105 3,259 3,340 3,289 3,363 3,261 3,261 3,259

就職内定者数 2,453 2,054 2,160 2,300 2,438 2,505 2,688 2,559 2,538 2,690

未内定者数 860 907 945 959 902 784 675 702 723 569

就職内定率 74.0 69.4 69.6 70.6 73.0 76.2 79.9 78.5 77.8 82.5

74.0 
69.4 69.6 70.6 

73.0 76.2 
79.9 

78.5 77.8 
82.5 

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

90.0

100.0

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

4,500

5,000

過去１０年 大学等卒業予定者の内定状況（１１月末日現在） 
就職希望者数 就職内定者数 未内定者数 就職内定率 

人 
% 

H21.3
卒 

H22.3
卒 

H23.3
卒 

H24.3
卒 

H25.3
卒 

H26.3
卒 

H27.3
卒 

H28.3
卒 

H29.3
卒 

H30.3
卒 

就職希望者数 1,840 1,607 1,645 1,728 1,862 1,942 2,001 2,015 2,009 1,977

就職内定者数 1,625 1,322 1,430 1,507 1,640 1,742 1,859 1,875 1,848 1,812

未内定者数 215 285 215 221 222 200 142 140 161 165

就職内定率 88.3 82.3 86.9 87.2 88.1 89.7 92.9 93.1 92.0 91.7

88.3 

82.3 
86.9 87.2 

88.1 89.7 
92.9 93.1 92.0 91.7 

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

90.0

100.0

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

過去１０年 新規高等学校卒業予定者の内定状況（１１月末日現在） 

就職希望者数 就職内定者数 未内定者数 就職内定率 
% 

人 
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31.5

23.9

41.5

27.8

19.4

37.1

0 10 20 30 40 50 60

全体

製造業

建設業

平成26年3月新規学卒者・卒業3年後の離職状況

大学卒 高校卒
%
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平成２９年度 建設界の担い手確保・

育成に関する取り組みについて 

 

③平成２９年度活動概要一覧表 

 

 

【富山県部会】 
 

 

 

 

平成３０年 ２月 １日 

北陸建設界の担い手確保・育成推進協議会 

資料４－② 
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学

会
（
本

県
の

社
会

資
本

整
備

を
見

学
し

学
術

研
究

や
本

県
へ

の
定

着
を

図
る

）
富

山
県

土
木

部
新

規

1
6

○
富

山
県

立
大

学
大

学
そ

の
他

8
月

5
日

富
山

県
立

大
学

「
ダ

・
ヴ

ィ
ン

チ
祭

」
へ

建
設

業
ブ

ー
ス

出
展

・
Ｖ

Ｒ
（
仮

想
現

実
）
に

よ
る

工
事

体
験

、
リ

モ
コ

ン
式

ミ
ニ

シ
ョ

ベ
ル

の
操

作
・
ド

ロ
ー

ン
の

実
演

飛
行

、
測

量
体

験
・
ペ

ー
パ

ー
ブ

リ
ッ

ジ
作

製
　

な
ど

富
山

県
土

木
部

（
一

社
）
富

山
県

建
設

業
協

会
（
一

社
）
富

山
県

測
量

設
計

業
協

会
（
一

社
）
建

設
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ツ

協
会

北
陸

支
部

継
続

1
7

○
南

砺
福

野
高

校
高

校
講

座
1
年

＋
保

護
者

3
0

1
0
月

2
4
日

講
座

（
建

設
産

業
の

魅
力

と
入

職
促

進
に

関
す

る
情

報
を

発
信

）
※

対
象

者
：
高

校
１

年
生

と
そ

の
保

護
者

富
山

県
土

木
部

（
一

社
）
富

山
県

建
設

業
協

会
継

続

1
8

○
高

岡
工

芸
高

校
高

校
講

座
1
年

＋
保

護
者

8
0

1
0
月

2
7
日

講
座

（
建

設
産

業
の

魅
力

と
入

職
促

進
に

関
す

る
情

報
を

発
信

）
※

対
象

者
：
高

校
１

年
生

と
そ

の
保

護
者

富
山

県
土

木
部

（
一

社
）
富

山
県

建
設

業
協

会
継

続

1
9

○
桜

井
高

校
高

校
講

座
1
年

＋
保

護
者

4
0

1
1
月

1
4
日

講
座

（
建

設
産

業
の

魅
力

と
入

職
促

進
に

関
す

る
情

報
を

発
信

）
※

対
象

者
：
高

校
１

年
生

と
そ

の
保

護
者

富
山

県
土

木
部

（
一

社
）
富

山
県

建
設

業
協

会
継

続

2
0

○
富

山
工

業
高

校
高

校
講

座
1
年

＋
保

護
者

8
0

1
2
月

1
9
日

講
座

（
建

設
産

業
の

魅
力

と
入

職
促

進
に

関
す

る
情

報
を

発
信

）
※

対
象

者
：
高

校
１

年
生

と
そ

の
保

護
者

富
山

県
土

木
部

（
一

社
）
富

山
県

建
設

業
協

会
継

続

2
1

富
山

大
学

富
山

県
立

大
学

大
学

現
場

3
・
4
年

教
諭

1
9

1
0
月

1
0
日

富
山

県
主

催
の

「
ミ

ル
・
シ

ル
・
ﾏ
ﾅ

ﾌ
ﾞと

や
ま

土
木

・
建

築
見

学
会

」
で

県
内

大
学

の
学

生
、

生
徒

を
対

象
と

し
た

も
の

で
、

現
場

見
学

（
ダ

ム
建

設
や

工
事

用
道

路
【
橋

梁
上

部
工

）
に

つ
い

て
説

明
し

、
建

設
業

を
理

解
さ

せ
る

）
富

山
県

利
賀

ダ
ム

工
事

事
務

所
新

規

2
2

○
桜

井
高

校
高

校
現

場
見

学
3
年

4
0

6
月

2
日

土
木

工
事

の
施

工
方

法
､目

的
の

理
解

・
浦

山
縦

工
そ

の
２

工
事

・
片

貝
川

水
系

日
尾

谷
砂

防
２

号
堰

堤
工

工
事

・
一

般
県

道
堀

江
魚

津
線

フ
レ

ッ
シ

ュ
ア

ッ
プ

工
事

・
主

要
地

方
道

宇
奈

月
大

沢
野

線
道

路
改

良
工

事

（
一

社
）
富

山
県

建
設

業
協

会
黒

部
河

川
事

務
所

富
山

県
土

木
部

　
新

川
土

木
セ

ン
タ

ー
継

続

2
3

富
山

工
業

高
校

高
校

現
場

見
学

3
年

3
7

9
月

2
2
日

土
木

工
事

の
施

工
方

法
､目

的
の

理
解

・
一

般
国

道
４

１
号

富
山

高
山

連
絡

道
路

　
猪

谷
楡

原
道

路
・
神

通
川

水
系

水
上

谷
砂

防
総

合
交

付
金

（
砂

防
）
堰

堤
工

工
事

・
富

山
駅

付
近

連
続

立
体

交
差

事
業

（
一

社
）
富

山
県

建
設

業
協

会
富

山
河

川
国

道
事

務
所

富
山

県
土

木
部

　
富

山
土

木
セ

ン
タ

ー
富

山
土

木
セ

ン
タ

ー
、

J
R

西
日

本
継

続

2
4

高
岡

工
芸

高
校

高
校

現
場

見
学

2
年

2
8

9
月

2
9
日

土
木

工
事

の
施

工
方

法
､目

的
の

理
解

・
主

要
地

方
道

高
岡

環
状

線
道

路
改

築
橋

梁
下

部
工

・
高

岡
や

ぶ
な

み
駅

周
辺

整
備

・
国

道
８

号
小

矢
部

地
区

交
通

安
全

対
策

事
業

（
一

社
）
富

山
県

建
設

業
協

会

富
山

県
土

木
部

　
高

岡
土

木
セ

ン
タ

ー
高

岡
市

都
市

創
造

部
あ

い
の

風
と

や
ま

鉄
道

富
山

河
川

国
道

事
務

所

継
続

2
5

○
南

砺
福

野
高

校
高

校
現

場
見

学
1
・
3
年

3
0 2

1
0
月

1
9
日

土
木

工
事

の
施

工
方

法
､目

的
の

理
解

・
市

道
舘

市
野

沢
線

東
広

橋
上

部
工

工
事

・
国

道
３

０
４

号
（
高

宮
バ

イ
パ

ス
）
道

路
改

良
工

事
・
大

鋸
屋

大
谷

砂
防

流
路

工
工

事
・
庄

川
・
上

伏
間

江
護

岸
工

事

（
一

社
）
富

山
県

建
設

業
協

会
南

砺
市

砺
波

土
木

セ
ン

タ
ー

富
山

河
川

国
道

事
務

所
継

続
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H
2
9

学
校

名
対

象
区

分
活

動
区

分
学

年
人

数
時

期
内

容
機

関
・
団

体
名

支
援

・
連

携
状

況
（
機

関
、

業
団

体
等

）
新

規
o
r継

続

平
成

2
9
年

度
の

活
動

一
覧

表
【
建

設
系

学
生

・
生

徒
へ

の
取

り
組

み
】

平
成

2
9
年

1
2
月

現
在

概
要

資
料 頁

資
料

２
 

2
6

富
山

工
業

高
校

高
校

現
場

見
学

2
年

3
7

1
1
月

1
日

建
築

工
事

の
施

工
方

法
､目

的
の

理
解

・
富

山
・
桜

町
１

丁
目

市
街

地
再

開
発

事
業

・
速

星
中

学
校

大
規

模
改

造
及

び
校

舎
増

築
主

体
工

事
・
富

山
県

立
大

学
看

護
学

部
施

設
整

備
工

事

（
一

社
）
富

山
県

建
設

業
協

会
富

山
市

営
繕

課
富

山
県

土
木

部
営

繕
課

継
続

2
7

高
岡

工
芸

高
校

高
校

現
場

見
学

2
年

4
0

1
1
月

7
日

建
築

工
事

の
施

工
方

法
､目

的
の

理
解

・
勝

興
寺

保
存

修
復

工
事

・
富

山
県

薬
事

研
究

所
　

未
来

創
薬

開
発

支
援

分
析

セ
ン

タ
ー

新
築

・
富

山
・
桜

町
１

丁
目

市
街

地
再

開
発

事
業

（
一

社
）
富

山
県

建
設

業
協

会
（
公

財
）
勝

興
寺

文
化

財
保

存
・
活

用
事

業
団

富
山

県
土

木
部

営
繕

課
継

続

2
8

○
富

山
工

業
高

校
高

校
そ

の
他

1
･2

年
の

保
護

者
1
8

1
0
月

2
1
日

保
護

者
と

の
懇

談
会

・
建

設
業

協
会

制
作

D
V

D
「
創

る
力

」
の

視
聴

・
建

設
業

の
現

状
に

つ
い

て
・
と

や
ま

の
土

木
に

つ
い

て
・
富

山
の

建
設

業
に

就
職

し
て

（
一

社
）
富

山
県

建
設

業
協

会
富

山
県

土
木

部
継

続

2
9

○
高

岡
工

芸
高

校
高

校
そ

の
他

1
･2

年
の

保
護

者
2
5

1
0
月

2
1
日

保
護

者
と

の
懇

談
会

・
建

設
業

協
会

制
作

D
V

D
「
創

る
力

」
の

視
聴

・
建

設
業

の
現

状
に

つ
い

て
・
と

や
ま

の
土

木
に

つ
い

て
・
富

山
の

建
設

業
に

就
職

し
て

（
一

社
）
富

山
県

建
設

業
協

会
富

山
県

土
木

部
継

続

3
0

富
山

県
立

大
学

大
学

そ
の

他
2
･3

年
､院

1
年

-
5
月

1
0
日

建
設

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ツ
P

R
冊

子
の

配
布

上
記

を
利

用
し

た
建

設
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

業
務

の
説

明
会

ニ
ー

ズ
確

認
建

設
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ツ

協
会

北
陸

支
部

継
続

3
1

富
山

県
立

大
学

大
学

そ
の

他
全

学
年

-
6
月

2
9
日

北
陸

支
部

会
誌

「
雪

の
音

」
、

北
陸

支
部

「
会

員
名

簿
」
を

設
置

済
み

ﾏ
ｶ
ﾞｼ

ﾞﾝ
ﾗ
ｯ
ｸ
に

掲
示

を
依

頼
建

設
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ツ

協
会

北
陸

支
部

継
続

3
2

富
山

県
立

大
学

大
学

そ
の

他
全

学
年

-
7
月

1
9
日

北
陸

支
部

主
催

の
「
業

務
・
研

究
発

表
会

」
聴

講
案

内
を

ﾒ
ｰ

ﾙ
配

信
建

設
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ツ

協
会

北
陸

支
部

継
続

3
3

富
山

大
学

大
学

そ
の

他
全

学
年

-
8
月

4
～

5
日

富
山

大
学

学
園

祭
に

建
設

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ツ
協

会
の

紹
介

（
建

設
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

と
は

？
建

設
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

が
担

う
役

割
等

）
※

都
市

デ
ザ

イ
ン

学
部

新
設

（
H

3
0
.4

予
定

）
へ

向
け

た
取

り
組

み
に

つ
い

て
大

学
よ

り
依

頼
あ

り

建
設

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ツ
協

会
北

陸
支

部
新

規

3
4

富
山

県
立

大
学

大
学

そ
の

他
全

学
年

-
8
月

5
日

富
山

県
立

大
学

ダ
ヴ

ィ
ン

チ
祭

（
学

園
祭

）
に

、
学

生
・
親

子
で

触
れ

合
う

土
木

教
室

を
開

催
（
ペ

ー
パ

ー
ク

ラ
フ

ト
に

よ
る

ア
ー

チ
橋

製
作

）
併

せ
て

建
設

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ツ
協

会
の

紹
介

（
建

設
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

と
は

？
建

設
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

が
担

う
役

割
等

）

建
設

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ツ
協

会
北

陸
支

部
新

規

3
5

富
山

県
立

大
学

大
学

そ
の

他
全

学
年

-
1
0
月

2
1
日

北
陸

支
部

会
誌

「
雪

の
音

」
を

設
置

済
み

ﾏ
ｶ
ﾞｼ

ﾞﾝ
ﾗ
ｯ
ｸ
に

掲
示

を
依

頼
建

設
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ツ

協
会

北
陸

支
部

継
続

3
6

富
山

県
立

大
学

大
学

現
場

見
学

院
1
年

4
年

2
1
0
月

2
5
日

鹿
児

島
県

桜
島

火
山

砂
防

災
害

対
策

の
見

学
に

よ
り

防
災

対
策

の
重

要
性

を
確

認
富

山
県

地
質

調
査

業
協

会
継

続

参
考

石
川

工
業

高
等

専
門

学
校

高
専

講
座

＋

現
場

3
年

4
4

1
0
月

2
日

現
場

見
学

と
講

座
（
ダ

ム
建

設
や

工
事

用
道

路
【
橋

梁
上

部
工

）
に

つ
い

て
説

明
し

、
建

設
業

を
理

解
さ

せ
る

）
利

賀
ダ

ム
工

事
事

務
所

継
続

参
考

金
沢

工
業

大
学

大
学

講
座

＋

現
場

1
年

4
6

1
0
月

1
6
日

現
場

見
学

と
講

座
（
ダ

ム
建

設
や

工
事

用
道

路
【
橋

梁
上

部
工

）
に

つ
い

て
説

明
し

、
建

設
業

を
理

解
さ

せ
る

）
北

陸
地

方
整

備
局

企
画

部
金

沢
河

川
国

道
事

務
所

富
山

河
川

国
道

事
務

所
利

賀
ダ

ム
工

事
事

務
所

継
続
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H
2
9

学
校

名
対

象
区

分
活

動
区

分
学

年
人

数
時

期
内

容
機

関
・
団

体
名

新
規

o
r継

続

1
○

立
山

中
央

小
学

校
小

学
校

講
座

6
年

8
3

6
月

2
3
日

砂
防

に
つ

い
て

の
出

前
講

座
（
講

義
）

立
山

砂
防

事
務

所
斜

面
防

災
対

策
技

術
協

会
富

山
支

部
継

続

2
○

新
庄

北
小

学
校

小
学

校
支

援
学

習
6
年

1
0
3

9
月

2
2
日

立
山

砂
防

に
つ

い
て

の
総

合
学

習
支

援
（
僕

ら
さ

ぼ
う

探
検

隊
）

立
山

砂
防

事
務

所
富

山
法

人
会

青
年

部
継

続

3
○

立
山

中
央

小
学

校
小

学
校

講
座

6
年

8
3

9
月

2
7
日

土
砂

災
害

に
つ

い
て

の
出

前
講

座
（
講

義
）

立
山

砂
防

事
務

所
斜

面
防

災
対

策
技

術
協

会
富

山
支

部
継

続

4
○

利
田

小
学

校
小

学
校

学
習

支
援

6
年

3
9

1
0
月

1
0
日

立
山

砂
防

に
つ

い
て

の
総

合
学

習
支

援
（
僕

ら
さ

ぼ
う

探
検

隊
）

立
山

砂
防

事
務

所
富

山
県

立
山

土
木

事
務

所
継

続

5
○

新
庄

北
小

学
校

小
学

校
講

座
4
年

1
0
3

1
1
月

1
4
日

常
願

寺
川

に
つ

い
て

立
山

砂
防

事
務

所
新

規

6
○

楡
原

中
学

校
中

学
現

場
見

学
1
～

3
年

2
9

9
月

1
3
日

現
場

見
学

会
（
R

４
１

猪
谷

楡
原

道
路

事
業

の
説

明
。

社
会

資
本

整
備

の
重

要
性

、
建

設
業

の
魅

力
を

理
解

し
て

も
ら

う
。

）
富

山
河

川
国

道
事

務
所

新
規

7
○

複
数

の
小

中
学

校
親

子
現

場
見

学
-

2
6

8
月

2
3
日

子
供

た
ち

に
ダ

ム
事

業
や

建
設

業
に

関
心

を
持

っ
て

も
ら

お
う

と
、

利
賀

ダ
ム

や
利

賀
村

で
の

県
工

事
の

受
発

注
者

の
親

子
を

対
象

に
、

現
場

見
学

を
実

施
し

、
自

分
の

現
場

を
親

自
ら

説
明

や
重

機
の

体
験

試
乗

な
ど

を
行

っ
た

。
利

賀
ダ

ム
工

事
事

務
所

利
賀

村
建

設
業

協
会

新
規

8
利

賀
小

学
校

利
賀

中
学

校
小

中
学

校
現

場
見

学
-

1
7

1
0
月

1
5
日

ダ
ム

事
業

や
建

設
業

の
関

心
や

理
解

を
深

め
る

こ
と

を
目

的
に

、
工

事
用

道
路

の
ウ

ォ
ー

キ
ン

グ
、

紙
飛

行
機

飛
ば

し
、

巨
大

ジ
グ

ソ
ー

パ
ズ

ル
、

ダ
ム

カ
レ

ー
品

評
会

を
実

施
。

利
賀

地
域

児
童

生
徒

育
成

会
利

賀
ダ

ム
工

事
事

務
所

継
続

9
○

市
内

対
象

小
学

校
小

学
校

現
場

見
学

5
年

3
0
0

6
～

7
月

現
場

見
学

と
港

の
役

割
に

つ
い

て
（
6
/
2
8
　

金
山

小
：
9
人

、
6
/
2
9
　

小
杉

小
：
9
2
人

、
6
/
3
0
　

東
明

小
：
5
8
人

、
7
/
1
0
　

塚
原

小
3
5

人
、

7
/
1
3
　

歌
の

森
小

：
7
2
人

、
7
/
1
9
　

作
道

小
：
3
4
人

）
伏

木
富

山
港

湾
事

務
所

射
水

市
港

湾
・
観

光
課

富
山

県
富

山
新

港
管

理
局

継
続

1
0

○
市

内
対

象
小

学
校

小
学

校
現

場
見

学
5
年

1
6
1

7
月

現
場

見
学

と
港

の
役

割
に

つ
い

て
（
7
/
6
　

牧
野

小
：
8
0
人

、
7
/
7
　

太
田

小
：
8
人

、
7
/
1
1
　

伏
木

小
3
6
人

、
古

府
小

3
7
人

）
伏

木
富

山
港

湾
事

務
所

高
岡

市
み

な
と

振
興

課
継

続

1
1

○
岩

瀬
小

学
校

小
学

校
現

場
見

学
5
年

1
8

9
月

8
日

現
場

見
学

と
港

の
役

割
に

つ
い

て
（
9
/
8
　

岩
瀬

小
：
1
8
人

）
伏

木
富

山
港

湾
事

務
所

継
続

1
2

○
県

政
バ

ス
小

中
学

校
講

座
＋

現
場

小
学

生
~

1
8
歳

以
下

3
0

8
月

1
日

橋
を

テ
ー

マ
に

、
紙

で
橋

を
作

る
「
ペ

ー
パ

ー
ブ

リ
ッ

ジ
教

室
」
や

実
際

の
橋

を
見

学
富

山
県

土
木

部
継

続

平
成

2
9
年

度
の

活
動

一
覧

表
【
中

学
・
小

学
校

（
保

護
者

や
教

員
等

含
む

）
等

へ
の

取
り

組
み

】
平

成
2
9
年

1
2
月

現
在

支
援

・
連

携
状

況
（
機

関
、

業
団

体
等

）

概
要

資
料 頁

51



H
2
9

学
校

名
対

象
区

分
活

動
区

分
学

年
人

数
時

期
内

容
機

関
・
団

体
名

新
規

o
r継

続

平
成

2
9
年

度
の

活
動

一
覧

表
【
中

学
・
小

学
校

（
保

護
者

や
教

員
等

含
む

）
等

へ
の

取
り

組
み

】
平

成
2
9
年

1
2
月

現
在

支
援

・
連

携
状

況
（
機

関
、

業
団

体
等

）

概
要

資
料 頁

1
3

○
一

般
参

加
親

子
そ

の
他

-
2
9
8

8
月

5
日

富
山

県
立

大
学

　
ダ

ヴ
ィ

ン
チ

祭
へ

の
出

展
・
ラ

ジ
コ

ン
重

機
（
バ

ッ
ク

ホ
ウ

）
操

作
体

験
・
ド

ロ
ー

ン
に

よ
る

デ
モ

飛
行

・
ト

ー
タ

ル
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
に

よ
る

測
量

体
験

・
建

設
機

械
ペ

ー
パ

ー
ク

ラ
フ

ト
、

塗
り

絵
作

成
・
パ

ネ
ル

展
示

（
一

社
）
富

山
県

建
設

業
協

会
富

山
県

土
木

部
建

設
技

術
企

画
課

継
続

1
4

○
高

校
生

の
保

護
者

を
対

象
保

護
者

現
場

見
学

1
･2

年
の

保
護

者
9

1
0
月

1
2
日

高
校

１
・
２

年
生

の
保

護
者

を
対

象
に

お
子

さ
ん

の
進

路
選

択
の

参
考

・
一

般
国

道
４

１
号

　
富

山
高

山
連

絡
道

路
　

猪
谷

楡
原

道
路

・
富

山
県

立
大

学
看

護
学

部
施

設
整

備
工

事
・
富

山
県

美
術

館
（
施

設
見

学
）

（
一

社
）
富

山
県

建
設

業
協

会
富

山
河

川
国

道
事

務
所

富
山

県
土

木
部

営
繕

課
継

続

1
5

教
育

委
員

会
等

小
・

中
学 校

そ
の

他
高

学
年

-
6
月

・
平

成
１

６
年

か
ら

「
社

会
貢

献
活

動
」
の

一
環

と
し

て
出

前
講

座
を

実
施

し
て

お
り

、
北

陸
支

部
管

内
の

小
学

校
、

中
学

校
に

チ
ラ

シ
等

を
配

布
し

、
学

校
か

ら
の

依
頼

に
基

づ
い

た
内

容
の

出
前

講
座

を
実

施
す

る
旨

依
頼

建
設

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ツ
協

会
北

陸
支

部
継

続

1
6

長
岡

小
学

校
小

学
校

講
座

5
.6

年
4
8

6
月

7
日

測
量

の
日

の
関

連
行

事
と

し
て

、
「
地

図
教

室
」
、

「
測

量
実

習
」
を

開
催

し
、

地
図

記
号

の
意

味
や

、
測

量
機

器
に

触
れ

る
こ

と
に

よ
り

、
測

量
に

理
解

と
関

心
を

持
っ

て
も

ら
う

（
一

社
）
富

山
県

測
量

設
計

業
協

会
国

土
地

理
院

北
陸

地
方

測
量

部
継

続

1
7

一
般

参
加

親
子

そ
の

他
-

8
月

5
日

富
山

県
立

大
学

　
ダ

・
ヴ

ィ
ン

チ
祭

へ
の

出
展

・
ド

ロ
ー

ン
飛

行
、

Ｇ
Ｐ

Ｓ
、

ト
ー

タ
ル

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

・
Ｍ

Ｍ
Ｓ

と
パ

ネ
ル

の
展

示

（
一

社
）
富

山
県

測
量

設
計

業
協

会
富

山
県

土
木

部
建

設
技

術
企

画
課

新
規

1
8

〇
立

山
中

央
小

学
校

小
学

校
現

場
見

学
6
年

8
5

9
月

1
日

斜
面

防
災

の
大

切
さ

に
関

す
る

教
育

向
上

を
目

的
と

し
た

体
験

学
習

会
を

実
施

富
山

県
地

質
調

査
業

協
会

立
山

砂
防

事
務

所
、

富
山

県
継

続
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平成２９年度 建設界の担い手確保・

育成に関する取り組みについて 

 

 

 

【富山県部会】 
 

 

 

 

 

 

平成３０年 ２月 １日 

北陸建設界の担い手確保・育成推進協議会 

資料４-③ 
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担い手協議会参画教育機関の 

進路状況について 

 

 
 

 

 

 

 

平成３０年 ２月 １日 

北陸建設界の担い手確保・育成推進協議会 

資料４-④ 



■担い手協議会参画教育機関の進路状況
（平成２４～２９年（内定）までの６カ年の進学＋就職者数）

高
校

高
専

大
学

合
計

新潟県 富山県 合計石川県

(540)

58%

(391)

42%

(233)

94%

(15)

6%

(289)

99%

(2)

1%

(1062)

72%

(408)

28%

(429)

68%

(199)

32%

(216)

94%

(13)

6%

(645)

75%

(212)

25%

(1251)

60%

(850)

40%

(449)

94%

(28)

6%

(289)

99%

(2)

1%

(1989)

69%

(880)

31%

（その他・建設系）

(400)

51％
(377)

49％

(400)

51％
(377)

49％

1



■新潟県の進路状況

(188)

61%

(121)

39% (319)

51%
(309)

49%
(241)

76%

(78)

24%

(157)

98%

(4)

2% (68)

30%
(161)

70%
(59)

87%

(9)

13%

(345)

73%

(125)

27% (387)

45%(470)

55% (300)

78%

(87)

22%

高
校

高
専

大
学

合
計

進学
（その他・建設系）

進路先
（進学・就職）

就職
（その他・建設系）

（平成２４～２９年（内定）までの６カ年の総数）

2



(546)

70％

(231)

30％

(546)

70％

(231)

30％

■富山県の進路状況

高
校

高
専

大
学

合
計

進学
（その他・建設系）

進路先
（進学・就職）

就職
（その他・建設系）

（平成２４～２９年（内定）までの６カ年の総数）

(77)

33％(154)

67％
(323)

59％

(223)

41％

(323)

59％

(223)

41％
(77)

33％(154)

67％

3



■石川県の進路状況

進学
（その他・建設系）

進路先
（進学・就職）

就職
（その他・建設系）

高
校

高
専

大
学

合
計

(664)

71%

(267)

29%
(76)

28%(191)

72%
(464)

70%
(200)

30%

(37)

100%

(2)

4%

(55)

96%
(191)

77%

(57)

23%

(178)

93%

(13)

7%

(254)

87%

(37)

13%

(252)

99%

(2)

1%

(168)

47%
(193)

53%
(1109)

75%

(361)

25%
(894)

81%

(215)

19%

（平成２４～２９年（内定）までの６カ年の総数）

4



  

 

 

平成３０年度の活動予定 
 

 

【富山県部会】 

 

 

 

 
 

 

平成３０年 ２月 １日 
北陸建設界の担い手確保・育成推進協議会 

（富山県部会） 

資料５-① 
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6



7



 

 

平成３０年度の活動予定 
 

新たな取り組み 

 

 

 

【富山県部会】 

 

 
 

 

 

平成３０年 ２月 １日 
北陸建設界の担い手確保・育成推進協議会 

（富山県部会） 

資料５-② 



平成30年度　建設系学生・生徒への取り組み　講座開設等における役割分担（案）

◆大学カリキュラムの連続講座の開設
H29.12 時点

機関 学年 回数 カリキュラム H30予定

1回目 地域の物語 富山河国（総論） 6月30日 立山砂防（総論） 6月24日

2回目 個別事業現場 利賀ダム工事（現場） 7月7日 立山砂防（砂防） 7月5日

1回目 地域の物語 伏木富山港湾（総論） 7月14日

2回目 個別事業現場 伏木富山港湾(現場) 7月21日

H30年度の開催時期・実施内容は学校側と今後調整

◆建設系高校における講座の開設等

機関 学年 回数 カリキュラム H30予定

3年生 1学期 現場見学
（建設業協会主催）

建設業協会（行政連携） - -
建設業協会
（富山県）

7月12日

1～3年生 夏期 現場見学
（ＳＡＢＯ体験学校）

立山砂防 立山砂防 8月1日～3日 立山砂防 8月2～4日

1年生 2学期 現場見学
（埋立浚渫協会共催）

伏木富山港湾 伏木富山 9月5日 伏木富山 9月6日

2年生 2学期 現場見学
（建設業協会主催）

建設業協会（行政連携）
建設業協会

（富山河国・富山県）
9月22日
11月1日

建設業協会
（富山河国・富山県）

9月23日

2年生 2学期 講座
（インフラの歴史と役割）

伏木富山・富山河国 伏木富山・富山河国 12月15日 伏木富山・富山河国 12月9日

1年生
＋保護者

2学期 講座
（建設業の役割と魅力）

富山県・建設業協会 富山県・建設業協会 12月19日 富山県・建設業協会 12月13日

3年生 1学期 現場見学
（建設業協会主催）

建設業協会（行政連携）
建設業協会

（黒部河川・富山県）
6月2日

建設業協会
（黒部河川・富山県）

6月3日

1～3年生 夏期 現場見学
（ＳＡＢＯ体験学校）

立山砂防 立山砂防 8月1日～3日 立山砂防 8月2～4日

2年生 2～3学期 現場見学
（海岸工事）

黒部河川
富山河国

（道路現場）
10月5日 黒部河川 10月6日

土木部 夏休み 現場見学
（砂防現場見学）

黒部河川 （雨天中止） -

1年生 2学期 現場見学
（宇奈月ダム）

黒部河川 黒部河川 10月31日 黒部河川 10月25日

1年生
＋保護者

2学期 講座
（建設業の役割と魅力）

富山県・建設業協会 富山県・建設業協会 11月14日 富山県・建設業協会 12月19日

2年生 3学期 講座 黒部河川 黒部河川 2月 黒部河川 2月

3年生 1学期 現場見学 富山河国 富山河国 5月24日 富山河国 7月13日

2年生 1学期 現場見学
（建設業協会主催）

建設業協会（行政連携）
建設業協会
（富山県）

11月7日
建設業協会
（富山県）

7月15日

2年生 2学期 現場見学
（建設業協会主催）

建設業協会（行政連携）
建設業協会

（富山河国・富山県）
9月29日

建設業協会
（富山河国・富山県）

9月30日

1年生
＋保護者

2学期 講座
（建設業の役割と魅力）

富山県・建設業協会 富山県・建設業協会 10月27日 富山県・建設業協会 12月12日

1・2年生 1学期 現場見学 利賀ダム工事 利賀ダム工事 7月13日 利賀ダム工事 7月12日

2・3年生 1学期 現場見学 富山河国 富山河国 6月12日

1・3年生 2学期 現場見学
（建設業協会主催）

建設業協会（行政連携）
建設業協会

（富山河国・富山県）
10月19日

建設業協会
（富山河国・富山県）

10月18日

1年生
＋保護者

2学期 講座
（建設業の役割と魅力）

富山県・建設業協会 富山県・建設業協会 10月24日 富山県・建設業協会 10月1日

H30年度の開催時期・実施内容は代表事務所と学校側で今後調整

桜
井
高
校

高
岡
工
芸

南
砺
福
野

（参考）H29実績

3回目 個別事業現場 -

富山河国
or

立山砂防
or

利賀ダム工事

(

２
・
４

年
生

)

前
期

富
山
大
学

富
山
県
立
大
学

伏木富山港湾

富
山
工
業

（
1
年
生

）

前
期

（参考）H29実績

H30年度以降、調整

-

（参考）H28実績

（参考）H28実績

- -

7月30日利賀ダム工事
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平成３０年度の活動予定（※自由様式） 
機関名・団体名：黒部河川事務所 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

 

 

 

１． 桜井高校において平成29年度に実施した活動を平成30年度も継続実施する。 

なお、29年度は、桜井高校土木部（部活動）での取り組みとして夏休みに砂防現

場（トロッコ乗車）の見学を予定していたが、出水により夏休み期間の実施が出

来なかった。砂防現場は天候等の影響が大きいが、引き続き予定したい。 

 

２． 29年度の見学現場について、学校側との調整により、海岸工事の現場見学を道路

工事（富山河国）の現場見学に変更した。次年度以降も、意向を確認しながら計

画したい。 

 

３．上記活動に際し、引き続き、建設業協会入善支部において共催の立場で協力をお願

いする。 

 

４． 実施にあたっては、学校側の意向も確認しながら希望する現場で対応する等、よ

り充実した内容で取り組むようにしたい。 
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平成３０年度の活動予定（※自由様式） 
機関名・団体名：利賀ダム工事事務所 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

 

○親子見学会の対象拡大（利賀地区→砺波土木センター管内） 

 H29年度は当事務所職員と利賀村建設業界の親子による見学会を実施し、評判も良

かったため対象を利賀地区から砺波土木センター管内まで広げていく。 
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平成３０年度の活動予定（※自由様式） 
機関名・（一社）富山県建設業協会 

 
 

○平成30年度の活動予定 

 

１．平成29年度に実施した「高校生の現場見学会」、「高校生保護者との懇談会」等の取り組

みを基に継続した取り組みを予定している。また、実施に当たっては学校側や父兄などの要望

を整理し、充実を図っていきたい。 

 ※その他 別添参照 

 

２．県内建設企業への就職が内定した高校生を対象に 

小型移動式クレーンの運転や操作等の ①「就職直前 

技能向上研修」、新入社員の悩み不安解消のための 

②「新入社員フォローアップ研修」、土木施工管理技 

術検定試験など「建設業資格取得支援講座」等を予定 

しており、今後も資格取得などによって建設業への魅 

力や仕事に対する理解を深め、担い手の確保育成につ 

なげたい。                        就職直前技能向上研修 

 

社会人としてこれまでの振り返りと 

自己チェック良好な人間関係を築く 

コミュニケーションなど 

新入社員フォローアップ研修 
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平成３０年度の活動予定（※自由様式） 
機関名・団体名：(一社)建設ｺﾝｻﾙﾀﾝﾂ協会北陸支部 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

 

1. 継続して北陸支部管内の工学系大学等への事業説明 

当支部では、平成２４年度から継続して支部作成ＰＲ冊子「建設ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ」を

当支部管内の工学系９大学１１学部へ配布し、併せて、当該学部の学生に対して説

明会の開催を依頼している。 

富山県内では、富山県立大学に行う予定。 

また、30年度に新設される富山大学 都市 デザイン学部 都市・交通デザイン

学科に対して支部作成ＰＲ冊子「建設ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ」を配付し、マガジンラックの新

設・説明会の開催を依頼とする。 

 

2. 継続して当支部主催の「業務・研究発表会」への聴講案内 

 建設ｺﾝｻﾙﾀﾝﾂ協会北陸支部が主催し、関係行政機関から後援を頂き、平成３０

年度は８月８日に富山で開催する予定。 

今年も大学生２名からの「学生講演」を予定していることから、前述の富山県立

大学・富山大学を含め北陸支部管内の10大学へ開催の案内及び聴講の案内を行う予

定。 

 

3. 今年度新規として開催した富山県内 2 大学への建設コンサルタント紹介 

・富山県立大学：ダヴィンチ祭への出展 

・富山大学：都市デザイン学部への協賛等 
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平成３０年度の活動予定（※自由様式） 
機関名・団体名：富山県地質調査業協会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

 

 

担い手確保の観点から、来年度も引き続き下記の取り組みを進めていきたい。 

 

１  当協会が主催する国内の防災事業の現地調査において、会員技術者と一緒に富山県立大学学

生の参加を考えている。 

  学生から、その成果を技術講演会での発表をお願いしていきます。 

 

 

２  子供防災教室（立山カルデラ砂防勉強会）を開催し、子供たちにカルデラ内の防災事業の砂防を

勉強し、常願寺川の自然や砂防・治水などについて学び、防災の大切さを関する教育の向上も目

的としています。来年度は富山市内の小学校6年生を対象に考えています。 

  また、子供たちの勉強の成果の発表を予定しています。 

  来年度で6回の開催となります。 

 

   この小学校では、双方が連携する形で、立山カルデラに案内する前に国土交通省立山砂防事務

所に山砂防の防災対策の重要性の説明や砂防の模型実験を行うなどの勉強会を行っていただくよ

うお願いしたい。 
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平成30年7月現在

工事内容（工事名） 種別 時期 地先 内容 機関・団体名 担当課 担当者 電話 E-mail

1
黒部川特有の堤防侵食対策工
（縦工）

河川 １１～翌１月 黒部市宇奈月町浦山
日本有数の急流河川である黒部川において、堤防浸食を防止するための黒部川独自の工法である縦工の施
工現場を見学することができる。期間中は、バックホウによる掘削や、クレーンによる根固めブロックの据付等
を実施予定。

2
黒部川の伝統工法（石積み護
岸）

河川 １１～翌１月 黒部市宇奈月町音澤
平成29年7月出水により被災を受けた地域において、再度災害防止のための工事で、急流河川の伝統工法で
ある石積み護岸工の施工現場を見学できる。

3
海上で船により施工する副離岸
堤工事（副離岸堤新設工事）

海岸 ８～９月 入善町園家
日本一侵食の激しい下新川海岸において、全国でも設置例の少ない副離岸堤の新設工事を見学することがで
きる。期間中は、起重機船（クレーン付の作業船）でのブロック投入や、潜水士によるブロック据付作業を見学
することができる。

4
国道８号豊田新屋立体事業の
工事

道路 ９～翌２月
富山市飯野
～新屋地先

富山跨線橋下部工事（橋台工、橋脚工、橋脚基礎工）の施工現場を見学することができる。

5
国道４１号猪谷楡原道路事業の
工事

道路 ８月～11月 富山市猪谷～片掛
ICTを活用した道路改良工事、片掛橋の下部工（ケーソン工）、猪谷橋の上部工（アーチ橋）の施工現場を見学
することができる。

6
国道３５９号砺波東バイパス事
業の工事

道路 ７～１１月
砺波市徳万
～頼成地先

本線高架橋区間であるいかるぎの大橋上部工事の施工現場を見学することができる。

7
国道３５９号砺波東バイパス事
業の工事

道路 ８～９月 砺波市芹谷地先 本線盛土区間のＩＣＴ土工の施工現場を見学することができる。。

8
国道８号小矢部地区交通安全
対策事業の工事

道路 １０～翌３月 小矢部市芹川地先
小矢部川を渡河する新設の茅蜩橋（ひぐらしばし）下部工事（橋脚工）及び上部工事の施工現場を見学すること
ができる。

9
常願寺川（右岸）
急流河川対策工（低水護岸工
事）

河川 １１～翌２月 立山町利田

急流河川常願寺川において、堤防を洪水から守るため、河岸の侵食・洗掘を防ぐために必要となる河岸防護工
としての低水護岸工事（施工延長約40m）を見学することができる。
急流河川対策工法（練石張護岸）、バックホウによる掘削、根固ブロックの大きさ、クレーンによる根固ブロック
及び根固水制の設置などを確認することができる。

10
神通川（左岸）
急流河川対策工（低水護岸工
事）

河川 １0～翌２月 富山市婦中町鵜坂

急流河川神通川において、堤防を洪水から守るため、河岸の侵食・洗掘を防ぐために必要となる河岸防護工と
しての低水護岸工事（施工延長約40m）を見学することができる。
鋼矢板式護岸工法、バックホウによる掘削、クレーンによる鋼矢板の打込み、練石張護岸、根固ブロックの設
置、仮締切工の状況などを確認することができる。

11
神通川（左岸）
急流河川対策工（高水護岸工
事）

河川 １0～翌２月 富山市青島
急流河川神通川において、堤防を洪水から守るために設置する高水護岸としての練石張を施工する工事（施
工延長約160m）を見学することができる。
急流河川対策工法（練石張護岸）、バックホウによる掘削、築堤施工の状況などを確認することができる。

12
井田川（右岸）
急流河川対策工（災害復旧工
事）

河川 １１～翌２月 富山市八尾町井田

平成29年10月の台風21号出水で被災した護岸を復旧するための堤防護岸災害復旧工事（施工延長35m）を見
学することができる。
急流河川対策工法（練石張護岸）、バックホウによる掘削、根固ブロックの大きさ、クレーンによる根固ブロック
設置、仮締切工などを確認することができる。

13
庄川（左岸）
急流河川対策工（低水護岸工
事）

河川 １１～翌２月 高岡市上伏間江

急流河川庄川において、堤防を洪水から守るため、河岸の侵食・洗掘を防ぐために必要となる河岸防護工とし
ての低水護岸工事（２工区、施工延長約150m）を見学することができる。
急流河川対策工法（練石張護岸）、バックホウによる掘削、根固ブロックの大きさ、クレーンによる根固ブロック
及び根固水制の設置、仮締切工の状況などを確認することができる。

14
庄川（左岸）
急流河川対策工（災害復旧工
事）

河川 １１～翌２月 砺波市柳瀬

平成29年10月の台風21号出水で被災した護岸を復旧するための低水護岸災害復旧工事（２工区、施工延長
100m）を見学することができる。
急流河川対策工法（練石張護岸）、バックホウによる掘削、根固ブロックの大きさ、クレーンによる根固ブロック
及び根固水制の設置、仮締切工の状況などを確認することができる。

15
小矢部川（右岸）
浸透対策

河川 １0～翌２月 高岡市長慶寺

緩流河川小矢部川において、堤防を洪水から守るため、堤防への流水等の浸透を防ぐために実施する高水護
岸工事（施工延長約80m）を見学することができる。
クレーンによる鋼矢板打込み、遮水シートの設置、大型コンクリートブロック張、バックホウによる掘削などを確
認することができる。

16
小矢部川（右岸）
合流点処理

河川 １0～翌２月 小矢部市東福町

小矢部川と支川（横江宮川）が合流する箇所において、合流点処理としての低水護岸工事（施工延長約70m）を
見学することができる。
クレーンによる鋼矢板締切工の設置、バックホウによる掘削、大型コンクリートブロック張、根固ブロックの設置
状況などを確認することができる。

17
利賀ダム建設のための橋梁（鋼

アーチ橋・鋼トラス橋）工事
ダム ６～１１月

南砺市利賀村
栃原地先

利賀ダム建設のための工事用道路として施工した利賀大橋（鋼上路式アーチ橋）やウシクルビ谷橋（上路式鋼
トラス橋）の工事現場を見学することができる。

18 利賀ダム建設に向けた工事 ダム ６～１１月
南砺市利賀村

草嶺地先
利賀ダム建設予定地において、ダム建設に向けた工事用道路やダム建設準備工事などの現場を見学すること
ができる。

19 桟橋式岸壁の鋼管杭打設工 港湾 ８～９月 射水市越の潟町地先
コンテナ取扱貨物量の増加やコンテナ船の大型化へ対応するため岸壁の延伸工事を実施しており、セメント
ジェット併用バイブロハンマ工法による鋼管杭の打込みが見学できる。

20耐震強化岸壁整備のための浚渫工 港湾 ９～１０月 富山市東岩瀬町
老朽化対策による既存ストックの延命化及び緊急物資の受入れに資する耐震強化岸壁の整備工事を実施して
おり、グラブ船による浚渫（海底土砂の掘削）状況が見学できる。

調整者・連絡先

平成30年度　工事現場見学先候補リスト

黒部河川事務所 調査課 岡嶋　康子 0765-52-4686 okajima-y84n8@mlit.go.jp

fujimoto-m2ry@mlit.go.jp

伏木富山港湾事務所 mano-t84j7@mlit.go.jp076-441-1904間野 豊晴先任建設管理官

利賀ダム工事事務所 調査設計課 藤本　昌利 0763-33-4701

taniguchi-y843a@mlit.go.jp谷口　雄一事業対策官

富山河川国道事務所 076-443-4701

調査第一課長 澤原 和哉 sawahara-k84e9@mlit.go.jp
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H30工事現場見学先
候補 位置図（参考）
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新規取り組み等に関する事務所相談窓口（H30.7現在）

組織名 担当事務所 役職 氏名 連絡先 メールアドレス 備考

富山大学

富山県立大学

高岡工芸高校

富山工業高校 伏木富山港湾事務所 先任建設管理官 間野　豊晴 076-441-1904 mano-t84j7@mlit.go.jp

桜井高校 黒部河川事務所 調査課 岡嶋康子 0765-52-4686 okajima-y84n8@mlit.go.jp

南砺福野高校 利賀ダム工事事務所 副所長 岡田茂彦 0763-33-4701 okada-s84mk@mlit.go.jp

富山県

富山県教育委員会
kanagawa-t84kq@mlit.go.jp

富山河川国道事務所 工事品質管理官 金川　亨 076-443-4701 kanagawa-t84kq@mlit.go.jp

（参考）活用フロー

富山河川国道事務所 工事品質管理官 金川　亨 076-443-4701

学
校
・行
政
機
関

相
談
窓
口
事
務
所

①新たな取り組み等の会員機関・団体

実施への相談等

②学校側からの要望を踏まえ、必要に

応じて各機関・団体へ協力を要請

③各機関・団体との調整④相互調整

※本相談窓口は、担い手確保に関する取り組みについて、これまでに各校と各機関・団体の間で築かれている既存の調整体制に変えるものではありません。

今まで関係を持っていない機関・団体の協力が必要な場合や、複数の機関の協力が必要な取り組みなど、今後新たに実施を検討される場合の窓口として設置。

会員機関・団体

日本建設業連合会

建設業協会

測量設計業協会

地質調査業協会

建設コンサルタンツ協会

日本道路建設業協会

富山県

富山県教育委員会

富山県労働局

北陸地方整備局

資料５-④



 SUN  MON  TUE  WED  THU  FRI  SAT

１ ２ ３ ４ ５
2017年：九州北部豪雨

６ ７
1964年：山陰北陸豪雨（金沢市、津幡町）

８ ９ 10 11
2012年：九州北部豪雨

12
1993年：北海道南西沖地震

13
2004年：新潟・福島豪雨（新潟
県、福島県）

14

15 16
2007年：中越沖地震

17 18
2006年：浸水害・山がけ崩れ害・
土石流害

19
2009年：中国・九州北部豪雨

20 21

22 23 24
1958年：奥能登水害（能登北部）

25 26
2011年：新潟・福島豪雨

27 28
2008年：大雨による浅野川氾濫
（金沢市）

29 30
2014年：豪雨による広島市の土砂
災害

31

注）上記の予定は今後、変更等がある場合があります。なお、対象者が決まっているものを「現場見学」、一般の方を対象とするものを「一般見学」としています。

問い合わせ先：北陸建設界の担い手確保・育成推進協議会石川県部会事務局（北陸地方整備局金沢河川国道事務所品質確保課内）　TEL　076(264)8579、内線302

■担い手カレンダーとは
　建設界の担い手確保に向けたイベントをまとめたカレンダーです。

　　　　　（注）1.○○月間、○○の日等、土木建設に関係するものを記載しています。
　　　　　　　　2.管内の主な災害を記載しています。
　　　　　　　　3.県内の主要なイベント（供用開始など）を記載しています。

2018 July

担い手カレンダー（富山県部会）

日 区分 対 象 主 催 開催場所

4-6
高岡工芸高校
土木環境科・建築科２年生

富山県全域

7月
富山県立大学工学部環境・社会基
盤工学科1年生

富山河川国道事務
所

富山県全域

13
富山県立大学工学部環境・社会基
盤工学科1年生

富山河川国道事務
所

射水市

18 一般県民
富山大学　都市デ
ザイン学部　都市･
交通デザイン学科

富山駅前CiC
ビル５階　富
山駅前サテ
ライトキャン
パス（仮称）

研修室

25 一般県民
富山大学　都市デ
ザイン学部　都市･
交通デザイン学科

富山駅前CiC
ビル５階　富
山駅前サテ
ライトキャン
パス（仮称）

研修室

中
　
旬

７月のイベント

内 容

社会基盤工学概論における所長の講義

勤労観・職業観や建設業に関する知識・技術を身につける。

社会基盤工学概論の一環としての現場見学
上
　
旬

 富山大学公開講座(全5回, 6300円)
これからの持続可能な都市のデザイン（その３）
～インフラ・防災～

通年及び期間のイベント・取り組み

下
　
旬

 富山大学公開講座(全5回, 6300円)
これからの持続可能な都市のデザイン（その３）
～インフラ・防災～

現場見学 一般見学 講演・講習 出前講座 インターンシップ その他

7
河川愛護月間

海岸愛護月間

海の月間
川の日

海の日

森と湖に親しむ旬

資料５-⑤



 SUN  MON  TUE  WED  THU  FRI  SAT

１
３

１ ２ ３ ４1998年：8.4水

害（新潟市）

５
1961年：中越水害（長岡）

６ ７ ８ 12
1993年：北海道南西沖地震

10 11

12 13 14 18
2006年：浸水害・山がけ崩れ
害・土石流害

16 17 18

19 20 21 22 23 24 25

26 27 28 29 30 31

●能登地域：七尾市・輪島市・珠洲市・羽咋市・志賀町・宝達志水町・中能登町・穴水町・能登町

●加賀地域：金沢市・小松市・加賀市・かほく市・白山市・能美市・野々市市・川北町・津幡町・内灘町

注）上記の予定は今後、変更等がある場合があります。なお、対象者が決まっているものを「現場見学」、一般の方を対象とするものを「一般見学」としています。

問い合わせ先：北陸建設界の担い手確保・育成推進協議会石川県部会事務局（北陸地方整備局金沢河川国道事務所品質確保課内）　TEL　076(264)8579、内線302

■担い手カレンダーとは
　建設界の担い手確保に向けたイベントをまとめたカレンダーです。

　　　　　（注）1.○○月間、○○の日等、土木建設に関係するものを記載しています。
　　　　　　　　2.管内の主な災害を記載しています。
　　　　　　　　3.県内の主要なイベント（供用開始など）を記載しています。

2018 August

担い手カレンダー（富山県部会）

日 区分 対 象 主 催 開催場所

1

8

22 一般県民
富山大学　都市デ
ザイン学部　都市･
交通デザイン学科

富山駅前CiC
ビル５階　富
山駅前サテ
ライトキャン
パス（仮称）

研修室

８月のイベント

内 容

上
　
旬

 富山大学公開講座(全5回, 6300円)
これからの持続可能な都市のデザイン（その３）
～インフラ・防災～

富山駅前CiC
ビル５階　富
山駅前サテ
ライトキャン
パス（仮称）

研修室

富山大学　都市デ
ザイン学部　都市･
交通デザイン学科

一般県民

中
　
旬

下
　
旬

 富山大学公開講座(全5回, 6300円)
これからの持続可能な都市のデザイン（その３）
～インフラ・防災～

通年及び期間のイベント・取り組み

現場見学 一般見学 講演・講習 出前講座 インターンシップ その他

8
道路ふれあい月間

橋の日水の週間（8/1～7）

水の日

道の日

防災週間（8/30～9/5）



 SUN  MON  TUE  WED  THU  FRI  SAT

１

２ ３ ４ ５ ６ ７ ８

９ 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22

23 24 25 26 27 28 29

30

●能登地域：七尾市・輪島市・珠洲市・羽咋市・志賀町・宝達志水町・中能登町・穴水町・能登町

●加賀地域：金沢市・小松市・加賀市・かほく市・白山市・能美市・野々市市・川北町・津幡町・内灘町

注）上記の予定は今後、変更等がある場合があります。なお、対象者が決まっているものを「現場見学」、一般の方を対象とするものを「一般見学」としています。

問い合わせ先：北陸建設界の担い手確保・育成推進協議会石川県部会事務局（北陸地方整備局金沢河川国道事務所品質確保課内）　TEL　076(264)8579、内線302

■担い手カレンダーとは
　建設界の担い手確保に向けたイベントをまとめたカレンダーです。

　　　　　（注）1.○○月間、○○の日等、土木建設に関係するものを記載しています。
　　　　　　　　2.管内の主な災害を記載しています。
　　　　　　　　3.県内の主要なイベント（供用開始など）を記載しています。

2018 September

担い手カレンダー（富山県部会）

日 区分 対 象 主 催 開催場所

4 富山市立太田小学校
富山県地質調査業

協会
立山町

8 一般県民
富山大学　都市デ
ザイン学部　都市･
交通デザイン学科

富山駅前CiC
ビル５階　富
山駅前サテ
ライトキャン
パス（仮称）
研修室

21
高岡工芸高校
土木環境科２年生

富山県建設業協会 富山県全域

28 富山工業高校　土木科２年 富山県建設業協会 富山県全域

通年及び期間のイベント・取り組み

下
　
旬

上
　
旬

中
　
旬

９月のイベント

内 容

小学生を立山カルデラとカルデラ砂防博物館での体験学習に
より、防災事業の教育の向上を図る。

富山大学サテライト講座　(受講無料)

県内の建設現場を見学し、体験実習を行う。

県内の建設現場を見学し、体験実習を行う。

現場見学 一般見学 講演・講習 出前講座 インターンシップ その他

9
防災の日

下水道の日

防災週間（8/30～9/5）



【提出様式】

① ② ②－２ ④ ⑤ ⑤－２ ⑥ ⑦ ⑦－２ ⑧ ⑨

取組分類 対象の分類 対象者の名称 年度 日付
実施場所
（市町）

予定
人数

実施機関名
窓口・問い合わせ先
（団体・担当部署）

実施概要
（※特徴を具体的に記入）

連携機関名

1
講演・講習
（合同社員研修
会）

建設関連企業 協会員企業の新入社員等 H30
4月9日～
4月10日

富山市 111 （一社）富山県建設業協会
協会会員企業と富山電業協会の25歳未満の新入社員らを対象に、社
会人としてのマナーや心構えを学び、かつ仕事への意欲向上や同世
代間の交流

（一社）富山電業協会

2 講演・講習 大学、一般県民 大学、一般県民 H30
4/13～7/27の

金曜
13:15～14:45

グランドプラザ 50
富山大学　都市デザイン
学部　都市･交通デザイン
学科

富山大学　都市デザイン
学部　都市･交通デザイン
学科

学部１年生対象の講義「都市と交通を支える建設技術の基礎知識」を
一般県民に開放。6/1, 6/23-7/26を除く。

3 出前講座 一般県民 一般県民 H30
5/9 ～ 6/6の
水曜（18：00
～ 19：30）

富山駅前CiC
ビル３階 学習
室

20
富山大学　都市デザイン
学部　都市･交通デザイン
学科

富山大学　社会貢献課
０７６- ４４５- ６９５６

富山大学公開講座(全5回, 6300円)
これからの持続可能な都市のデザイン（その１）
～デザイン・環境・情報～

4 現場見学 建設系の高校  高岡工芸高校土木環境科３年生 H30 未定(５月頃) 富山県全域 ２８名
国土交通省
富山河川国道事務所

県内の建設現場を見学し、体験実習を行う。

5 現場見学 建設系の高校 桜井高校 H30 6月1日 富山県全域 40 （一社）富山県建設業協会 県内の河川や道路など建設現場をとおして建設業の魅力を紹介 富山県

6 出前講座 小学校 城端小学校６年生 H30 6月5日 南砺市城端 ７０名
(一社)富山県測量設計業
協会

(一社)富山県測量設計業
協会　事務局長　富樫

北陸地方測量部による「地図教室」（座学）
富山県測量設計業協会による測量実験体験：①水準測量、②ﾄｰﾀﾙｽ
ﾃｰｼｮﾝ、③簡易計測機による高さの計測、④歩測
⑤GPSで身長を図る、⑥ドローン飛行実演

国土地理院北陸地方測量部

7 出前講座 一般県民 一般県民 H30
6/13 ～ 7/11
の水曜（18：00

～ 19：30）

富山駅前CiC
ビル５階　富
山駅前サテラ
イトキャンパス

20
富山大学　都市デザイン
学部　都市･交通デザイン
学科

富山大学　社会貢献課
０７６- ４４５- ６９５６

富山大学公開講座(全5回, 6300円)
これからの持続可能な都市のデザイン（その２）
～都市・交通・コミュニティ～

8 出前講座 建設系の高校 富山工業高校 H30 6/20(水) 富山市 80
富山大学　都市デザイン
学部　都市･交通デザイン
学科

富山大学　理工系事務部
理工系総務課

H30年4月に新設された富山大学都市デザイン学部 都市･交通デザイ
ン学科の教員が、建設や都市計画等について講義を行う。

9 講演・WS 射水市中太閤山地区町民
射水市中太閤山地区町民
（14町会3000人）

H30
6月の土日の

うちの1日
射水市中太閤
山地区

60？
富山大学　都市デザイン
学部　都市･交通デザイン
学科

富山大学都市デザイン学
部都市・交通デザイン学
科，原の研究室

H30年4月に新設された富山大学都市デザイン学部 都市･交通デザイ
ン学科の教員（原）が，防災意識の向上と地域防災組織の重要性につ
いて講演するとともに，今後の防災訓練についてのWSをリードする

中太閤山地区まちづくり地
域振興会

10 インターンシップ 建設系の高校
高岡工芸高校
土木環境科・建築科２年生

H30 ７月４～６日 富山県全域 ６８名 勤労観・職業観や建設業に関する知識・技術を身につける。

11 出前講座 一般県民 一般県民 H30
7/18 ～ 8/22
の水曜（18：00

～ 19：30）

富山駅前CiC
ビル５階　富
山駅前サテラ
イトキャンパス

20
富山大学　都市デザイン
学部　都市･交通デザイン
学科

富山大学　社会貢献課
０７６- ４４５- ６９５６

 富山大学公開講座(全5回, 6300円)
これからの持続可能な都市のデザイン（その３）
～インフラ・防災～

12 講演・講習 大学 富山県立大学工学部環境・社会基盤工学科1年生 H30 7月 射水市 60 富山河川国道事務所 富山県立大学 社会基盤工学概論における所長の講義

13 現場見学 大学 富山県立大学工学部環境・社会基盤工学科1年生 H30 7月 富山県全域 60 富山河川国道事務所 富山県立大学 社会基盤工学概論の一環としての現場見学

14 現場見学 小学校 富山市立太田小学校 H30 9月4日 立山町 約35名 富山県地質調査業協会 事務局
小学生を立山カルデラとカルデラ砂防博物館での体験学習により、防
災事業の教育の向上を図る。

立山砂防事務所

15 講演・講習 一般県民 一般県民 H30
9/8

14:00-15:30

富山駅前CiC
ビル５階　富
山駅前サテラ
イトキャンパス

80
富山大学　都市デザイン
学部　都市･交通デザイン
学科

富山大学地域連携推進機
構生涯学習部門
076-445-6956

富山大学サテライト講座　(受講無料)

平成３０年度　建設界の担い手確保・育成に関する取り組みについて（活動予定）



【提出様式】

① ② ②－２ ④ ⑤ ⑤－２ ⑥ ⑦ ⑦－２ ⑧ ⑨

取組分類 対象の分類 対象者の名称 年度 日付
実施場所
（市町）

予定
人数

実施機関名
窓口・問い合わせ先
（団体・担当部署）

実施概要
（※特徴を具体的に記入）

連携機関名

平成３０年度　建設界の担い手確保・育成に関する取り組みについて（活動予定）

16 現場見学 建設系の高校  高岡工芸高校土木環境科２年生 H30 未定(９月頃) 富山県全域 ２８名 富山県建設業協会 県内の建設現場を見学し、体験実習を行う。

17 出前講座 建設系の高校  高岡工芸高校土木環境科・建築科１年生 H30 未定(１０月頃) 高岡工芸高校 ８０名 富山県土木部 建設業の現況や施策、建設技術者の仕事を学ぶ。

18 インターンシップ 大学 富山県立大学 H30 未定（10月頃） 未定 ２名 富山県地質調査業協会 事務局
協会会員と一緒に国内の災害現場を調査し、災害対応の重要性を学
んでもらう。

国土交通省

19 出前講座 建設系の高校  高岡工芸高校土木環境科２年生 H30
未定

(１１月～２月)
高岡工芸高校 ２８名 富山県左官事業協同組合 左官工事の知識と左官作業の技術を学ぶ。

20 出前講座 建設系の高校
高岡工芸高校
土木環境科２年生

H30
未定

(１１月～２月)
高岡工芸高校 ２８名 日本型枠工事業協会 型枠工事の知識と鉄筋コンクリート型枠の組立技術を学ぶ。

21 講演・講習 小学校、大学 富山市立太田小学校、富山県立大学H30
未定（来年２

月頃）
富山市

約35名
1名

富山県地質調査業協会 事務局 学習の成果を講演会で体験学習と現場研修の成果を発表してもらう。 立山砂防事務所

22 出前講座 建設系の高校  高岡工芸高校土木環境科２年生 H30 未定 高岡工芸高校 ２８名 富山県測量設計業協会 設計コンサルタント業の知識と測量の専門技術を学ぶ。

23 現場見学 建設系の高校  高岡工芸高校土木環境科２年生 H30 未定 富山県全域 ２８名 富山県農林水産部 林業現場を見学し、林内作業を体験する。

24 インターンシップ 大学 インターンシップ申込み大学 H30 随時 富山県全域 未定 富山県地質調査業協会 事務局 会員各社で実務の学習を行う。



H30.2.1

事務局　取りまとめ

項目 発言内容 事務局回答　等

【新潟工業高校】
・離職者の学校種別があると議論し易い。データはないものか。
【新潟労働局】
・そのような細かいデータ整理は難しい。

【座長（北陸地方整備局長）】
・今後、事務局で検討してみたい。

【新潟県土木部長】
・現在も離職理由は前回協議会で紹介のあった「コミュニケー
ションが悪いが１位」のままなのか。

【座長（北陸地方整備局長）】
・今後、事務局で検討してみたい。（労働局と相談しながら）

【座長（北陸地方整備局長）】
・離職対策についても各部会で議論頂ければありがたい。

就職状況データの収
集・分析

【富山大学】
・建設系以外の学科、学部等からの就職状況に関するデータ収
集・分析を行い、建設系以外へのPRの有効性を確認すべき。

【座長（北陸地方整備局長）】
・事務局で検討し、またこの協議会に提供できればと思う。（産業側ある
いは役所側のほうでデータを調べるなど）

建設系学校以外の
小中高校・合同企業
説明会

【座長（北陸地方整備局長）】
・今協議会の議題とした次の取り組み課題については、今後事務局お
よび各部会で議論いただくことになる。

・細々といっぱいやるのと纏まって一斉にやるのとどちらが良いのかみ
たいな部分もある。協議会として纏まっているメリットが正にそういうこと
ではないか。
「建設系学校以外の小中高校へ向けた取り組み」
「建設業界一体となった企業説明会の実施」

合同企業説明会
【北陸地方整備局企画部長】
・就職のマッチングをするような取り組みを、各県部会でどのような形で
できるかを是非議論頂きたい。

使いやすい資料等の
協議会・部会への情
報共有

【座長（北陸地方整備局長）】
・石川県の教育委員会と土木部が連携して建設系以外の高校へアプ
ローチしている取り組み等を、新潟県部会、富山県部会へも情報共有
するよう事務局にお願いしたい。

・この業界の必要性、重要性などを説明する資料を使いやすい形で皆
さんに共有することを事務局で検討してほしい。

離職に関するデータ
収集・分析

平成29年度北陸建設界の担い手確保・育成協議会　主な議事 資料６
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国土交通省では、３年目の今年度を「深化の年」として、「生産性革命」を加速させるため一層の普及
推進を図っているところです。

北陸地方整備局においても、ＩＣＴ技術活用の拡大、コンクリート工の生産性向上、施工時
期の平準化を推進し、建設現場のプロセス全体の最適化を図り、魅力ある建設現場の実現を目指し
ていきます。

最新ニュース

URL:http://www.hrr.mlit.go.jp/gijyutu/i_Construction/hokuriku_ict.html

本号の掲載内容

ＩＣＴ技術の活用

規格の標準化

施工時期の平準化

平成29年度発注工事のICT活用状況、ＩＣＴ活用工事講習会開催、積算基準の改定

なし

なし

5月22日（火）に「平成30年度第1回i-Construction推進本部会議」を開催し、今年度の実施方針を決定しました。
【ICT技術の活用】
・ICT土工工事の施工者希望型の盛土工事において、8,000m3以上をⅠ型に拡大。
・ICT河川浚渫工事（バックホウ浚渫）、防波堤等のICT基礎工事、ICTブロック据付工事を新規対象。
・北陸ICT戦略研究会（整備局、各事務所、自治体及び業団体）で分担・連携し、講習会の参加
機会を拡大。
・各施工プロセスに特化した専門的な講習会を今年度より開催し、ICT実践者のスキルアップを図る。
・CIM活用工事に対応するための講習会、現場見学会を今年度より実施。
・管内自治体と連携し、自治体主催のICT技術活用研修等への整備局職員の派遣を拡大。
・「橋梁」、「トンネル」、「河川構造物」、「道路」の詳細設計を対象に、CIM活用業務、CIM活用工事を実施。
【規格の標準化】
・予備設計段階からの比較案検討を継続実施。
・プレキャスト製品選定フロー（案）検討を継続実施。
【施工時期の平準化】
・債務負担行為（ゼロ国含む）や繰越制度の活用、早期発注により平準化を推進。
・四半期毎の「平準化の見通し」について、地整全体、事務所単位、ブロック単位で
とりまとめ、情報共有・見える化を図る。
・国、自治体等の発注見通しの統合・公表地域の拡大。

推進本部長（局長）

会議開催状況

平成29年度発注工事におけるICT技術活用状況

北陸地方整備局では、ＩＣＴ土工工事 ５７件(内１１件は完了)、ICT舗装工事 ６件（うち１件完了）において実施中。
自治体においても、 ４３件のICT土工工事を発注。
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【ICT土工工事】＜凡例＞

北陸地方整備局

：発注者指定型 ３件
：施工者希望Ⅰ型 ２５件
：施工者希望Ⅱ型 ２８件
：既契約（希望） １件

計５７件

1

1 2

3 4

1

【ICT舗装工事】

H30.5末時点

＜凡例＞

北陸地方整備局

：発注者指定型 ４件

：施工者希望Ⅱ型 １件

：既契約（希望） １件

計６件

新潟県 19件
富山県 2件
石川県 19件
新潟市 3件
計 43件

〔参考〕自治体　ICT土工工事発注件数



i-Construction推進本部 事務局
（問い合わせ先） 北陸地方整備局 地方事業評価管理官 (2118)

企画部 技術管理課長 (3311)
企画部 施工企画課長 (3451)

〒950-8801  新潟市中央区美咲町1-1-1 新潟美咲合同庁舎1号館 ℡025-280-8880(代）

平成３０年度ＩＣＴ活用講習会（入門者クラス）を開催

１．開催場所及び日時
全体で５７７名の技術者が受講。

昨年度と同様、今年度も「入門者クラス」と「実践者クラス」のレベル毎に分け、参加者についても整備局と建設関連団体に加え、地方自治体および
測量・建設コンサルタント業界団体も参加可能とした。また、今回の講習会より各自治体の取組についてもプログラムに加え、さらに幅広い普及・拡
大をめざし、石川、富山、新潟の3会場で開催し、延べ577名が受講した。

富山会場石川会場

新潟会場（午前） 新潟会場（午後）

実機を持ち込んでの説明

名称 会場 日時
受講者

内訳 合計

平成30年度
ICT活用講習会
（石川会場）

石川建設
総合センター

平成30年
5月15日(火)
13:30～16:30

民間 109名

124名自治体 8名

整備局 7名

平成30年度
ICT活用講習会
（富山会場）

北陸地方整備局
北陸技術事務所
富山防災センター

平成30年
5月16日(水)
13:30～16:30

民間 109名

127名自治体 11名

整備局 7名

平成30年度
ICT活用講習会
（新潟会場）
【午前の部】

北陸地方整備局
平成30年

5月23日(水)
9:00～12:00

民間 132名

165名自治体 10名

整備局 23名

平成30年度
ICT活用講習会
（新潟会場）
【午後の部】

北陸地方整備局
平成30年

5月23日(水)
14:00～17:00

民間 122名

161名自治体 13名

整備局 26名

２．講義内容
① ＩＣＴ活用工事の概要 講師：北陸地方整備局 企画部
② ＩＣＴ活用工事の流れ 講師：(一社)日本建設機械施工協会 i-Construction普及ＷＧ
③ ＵＡＶ空中写真測量、ＴＬＳ測量の概要 講師：( 一社)全国測量設計業協会連合会北陸地区協議会
④ 自治体からのお知らせ 講師：石川県・富山県・新潟県・新潟市

３．実施結果
全ての会場において募集人数を超える申し込みがあり、多数の技術者が受講。
UAV、TLSについては実機を用いて説明。また、UAV作業中の事故を防ぐため、航空法などのルールについての説明も行った結果、アンケートでは「実機を観
れてよかった」、「航空法について初めて知った」、「ICT工事の流れがわかりやすかった」との声が多かった。

積算基準の改定

(従来)
ICT歩掛 （ICT建機25%＋通常建機75%）×施工土量

※ICT建機利用率は一律

(改善)
ICT歩掛(ICT建機100%)×施工土量α

＋
通常歩掛(通常建機100%)×施工土量β

現場に応じてICT建機で施工する土量を設定

・施工土量5万m3以下の工事では、ICT機械の使用割合が高い傾向にあり、現行の積算基準で設定しているICT建機使用
割合（25%）を超える工事が９割以上存在
・施工状況等により使用割合が大きく変化していることから、ICT施工を普及拡大する観点も踏まえ、当面の措置として
積算基準、要領を改定し、ICT建機の稼働率を用いた施工数量による変更積算とする



 
 

 

 

 

平成３０年６月１日 

大臣官房技術調査課 

大臣官房公共事業調査室 

 

i-Construction ロゴマークを決定しました！ 

～先進的な建設現場が一目でわかりやすく～ 
 

国土交通省は、建設現場が「給与が良い・休暇がとれる・期待がもてる」、魅力

ある現場に変わっていくために、自動制御可能な建設機械等の先進的な技術の導入

などにより、建設現場の生産性向上を図る「i-Construction」を推進しています。 

 この度、「i-Construction」が、建設業界はもちろん、業界を超えて社会全体か

ら応援される取組へと「深化」するシンボルとして、ロゴマークを決定しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ロゴマークが建設機械や作業着などといった、建設現場を中心としたあらゆるシ

ーンで活用されることで、i-Construction によって若者や女性、高齢者も働きやす

くなる新しい建設現場のイメージが社会に浸透していくことを期待！ 

 

○ ロゴマーク選定過程等の詳細については別紙をご覧ください。 

○ ロゴマークのダウンロード先や使用マニュアルについては、別途国土交通省 HP

上に掲示いたします。 

 

 問い合わせ先 

大臣官房 技術調査課 

建設生産性向上推進官       TEL: 03-5253-8111 横地（内線 22308） 

課長補佐                       橋本（内線 22339） 

夜間直通：03-5253-8219 FAX：03-5253-1536 

デザインメッセージ： 

「革新的テクノロジーが、日本の建設現場を劇的に変えていく。 

その原動力が、日本を次のステージへと推し進めていく」 

ロゴマーク 使用シーン 

例：ウェブサイト、建設機械や UAV、ヘルメットや作業着、 

建設現場の看板や仮囲い、名刺、ポスター、チラシ、 

バッジ、キーホルダー、クリアファイル など 
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